
 中央労働委員会では、集団的労使紛争、個別労働紛争に関する制度と、これらの紛争の解決を

サポートする機関である労働委員会について、労使関係者の認識を深めることを目的としてセミ

ナーを開催しています。今回は、富山県を会場として開催します。 

 基調講演では、ワーク・ライフ・バランスと労働法について、近年の法政策と裁判例を中心に

専門的な視点を交えてお話しします。続いて、公益・労働者・使用者委員の三者による紛争解決

事例のパネルディスカッションを行います。 

 企業の人事労務担当者や労働組合の役職員など、多くの皆さまのご参加をお待ちしています。 

       
平成27年11月９日（月）13:30～16:30 

 

富山国際会議場（大手町フォーラム）201・202号室 
 （富山市大手町１番２号） 

◉受講定員：約100名（事前申込制･先着順） ◉受講料：無料 
    定員に達した場合は、その時点で受付を終了させていただきます。 

 

基調講演 
「ワーク・ライフ・バランスと労働法」－ 近年の法政策と裁判例を中心に － 

       
講  師  
両角 道代 氏（中央労働委員会公益委員、慶應義塾大学大学院法務研究科教授） 

 

パネルディスカッション 
テーマ：「紛争解決事例の検討」 
 
コーディネーター 
両角 道代 氏 

 
パネリスト 
橋爪 健一郎 氏（富山県労働委員会公益委員、弁護士） 

村藤 美枝子 氏（富山県労働委員会労働者委員、自治労富山県本部特別執行委員） 

谷川    治  氏（富山県労働委員会使用者委員、株式会社ハートウェア取締役社長） 

（主催）中央労働委員会 富山県労働委員会 
 
（協賛（予定））新潟県労働委員会 長野県労働委員会 静岡県労働委員会 石川県労働委員会 
          福井県労働委員会 岐阜県労働委員会 愛知県労働委員会 三重県労働委員会 
（後援（予定））富山労働局 

日時 

会場 

労使関係セミナーのご案内 

 詳しくは中央労働委員会のホームページのお知らせ「労使関係セミナーの御案内」をご覧ください。       
 http://www.mhlw.go.jp/churoi/    または  検 索 中労委 労使関係セミナー 

修正案 

基本となる色は、
開始地の富山県
のマークの色で
もある、緑をベー
スにしました。 

原案の青もでも
問題ないと思い
ます。 

グラデーションは、
白黒で出力した
際や、プリンター
によってはきれ
いに再現されま
せんので、外しま
した。 

代わりに、罫線
に色を付けてい
ます。 



■申込方法 
申込みはFAXのみで受け付けます。 

  
下記の「受講申込書」に必要事項を記入して、 
送信してください。  

 
■その他 
 当日は、この「受講申込書・受講票」をご持参ください。 

セミナーの受講申込み 

受 講 申 込 書 ・ 受 講 票  

 お問い合わせ先 
  
 中央労働委員会事務局 調整第一課 
  
 〒105-0011 東京都港区芝公園1-5-32 
 TEL 03-5403-2124（担当：鈴木） 

◆セミナー当日は、本票により受付を行いますのでご持参ください。 
◆個人参加の方は、氏名、連絡先電話番号・ＦＡＸ番号のみで結構です。 
◆お申込みいただいた個人情報は、本セミナーに関して使用し、他の目的には一切使用しません。 

中部地区（富山）セミナー用 

中央労働委員会事務局 調整第一課 セミナー担当者宛 FAX : 03-5403-2262 

企業・団体名 

連 絡 先 
 電話番号  ＦＡＸ番号 

      －    －        －    － 

受講者名 

所属・役職 氏    名 

 フリガナ 

＜アクセス＞ 

▶ＪＲ富山駅より 

・市内電車（セントラム）：約7分 

「国際会議場前」下車 

・バス：約5分「城址公園前」下車 徒歩３分 

・徒歩：城址大通りを南へ約15分 

 

▶富山空港より 
・タクシー・・・約20分 
・バス（空港連絡バス）・・・約25分 

「総曲輪（そうがわ）」下車 徒歩2分 

 
▶北陸自動車道より 
・富山ICより約10分 

 

 

＜会場＞ 

富山国際会議場（大手町フォーラム） 
富山市大手町１番２号 

詳しい地図は会場ホームページをご覧ください 

http://www.ticc.co.jp/access/index.html 

地図は、交差点
名を信号マーク
とともに付けまし
た。 

市内電車の形を
変えました。 

会場が、赤で書
いてありましたが、
かなり目立つの
で、すこし控えめ
に、オレンジとし
ました。 

会場のホーム
ページに詳しい
地図や、徒歩の
ルート検索がで
きるようなシステ
ムがありましたの
で、参考情報とし
て、ご案内とURL
を記載しました。 

利便性を考え、
最寄り駅が会場
から近い順に、
市電、バス、徒歩
の順にしました。 

会場までのアクセス 

問い合わせると
いう行為自体は、
先方が行うため、
ていねいに「お問
い合わせ」としま
した。 

ただし、今までは
「問い合わせ」と
していましたので、
整合性が気にな
るようでしたら、
元にお戻しくださ
い。 

城
址
大
通
り 

細かい点ですが、
空港より、と自動
車道よりの下の
箇条書きのフォ
ントが他と違って
いましたので、
「メイリオ」という
フォントに統一し、
少しだけインデン
トを調整しました。 


